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業績予想の修正及び営業外費用の計上に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績動向等を踏まえ、2026 年１月 30 日に公表した 2026 年 12 月期通期の業績予想を下記の

とおり修正することといたしました。あわせて、営業外費用を計上いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．通期業績予想の修正 （2025 年 12 月 21 日～2026 年 12 月 20 日） 

                                                                        (金額の単位：百万円) 

                                           

売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 

前回予想（Ａ） 

 

5,104 

  

   88 

 

   88 

 

     71 

円 銭 

   13.95 

今回修正（Ｂ） 4,816   △76  △100      △55 △10.89 

増 減 額（Ｂ－Ａ）  △288   △164   △188   △126    － 

増 減 率（％） △5.6     －       －      －      － 

※(ご参考)前期実績 

(2025 年 12 月期) 
 

4,547 

 

 △120 

 

    △99 

 

17 

 

3.44 

  

 ２．修正の理由 

売上高につきましては、シューズ事業のゴム・スニーカー・その他の商品群は堅調に推移しましたが、主

力である婦人靴と紳士靴が苦戦を強いられ、売上高は前回予想を下回る見込みとなりました。 

営業利益につきましては、売上高の減少及び円安による売上原価の増加により前回予想を下回る見込みと

なりました。 

経常利益につきましては、支払利息の増加、暗号資産評価損、特別調査費用を計上したことにより営業外

費用が増加し、前回予想を下回る見込みとなりました。 

当期純利益につきましては、特別利益として役員退職慰労引当金戻入額を計上したものの、経常損失の影

響が大きく、前回予想を下回る見込みとなりました。 

 

３．営業外費用の内容 

暗号資産相場の変動に起因する暗号資産評価損を第２四半期（中間期）累計期間では 27 百万円計上してお

りましたが、第３四半期累計期間では８百万円を計上いたしました。 

 

（注）上記予想は、発表日現在の情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値

と異なる場合があります。 

 

以上 


